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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第34期

第１四半期連結

累計期間

第35期

第１四半期連結

累計期間

第34期

会計期間
自　平成24年１月１日

至　平成24年３月31日

自　平成25年１月１日

至　平成25年３月31日

自　平成24年１月１日

至　平成24年12月31日

売上高 （千円） 529,184 1,038,252 2,425,687

経常利益又は経常損失（△） （千円） △14,511 173,998 △164,494

四半期純利益又は

四半期（当期）純損失（△）
（千円） △10,492 147,431 △195,860

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △9,177 160,635 △203,638

純資産額 （千円） 4,607,525 4,535,163 4,413,009

総資産額 （千円） 5,703,403 5,871,134 5,689,729

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △6.82 95.78 △127.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 80.8 77.2 77.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】
当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の経済政策に対する期待感が高まっていることか

ら、円高傾向が是正され円安・株高傾向に転じているものの、一方で欧州各国の財政問題に対する懸念等により、景

気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの関連市場である路線バス業界においては、バス事業者の設備投資が抑えられる傾向はあるものの、

地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う運賃箱の改修及び代替投資等を中心に推移しました。

このような状況のもとで当社グループは、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う設備投資案件の取

り込みを行うだけでなく、「バス統合管理システム」の拡販を推進し、積極的な営業活動により当社製品のシェア拡

大に努めてまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,038,252千円（前年同四半期比96.2％増）、営業利益は

170,125千円（前年同四半期は21,082千円の営業損失）、経常利益は173,998千円（前年同四半期は14,511千円の経

常損失）、四半期純利益は147,431千円（前年同四半期は10,492千円の四半期純損失）となりました。

なお、当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、

単一のセグメントでありますので、セグメント情報を記載しておりません。従いまして、以降品目別の記載を行って

おります。品目別の販売の状況は次のとおりであります。

　
①運賃箱関連

運賃箱関連の売上高は349,953千円（前年同四半期比191.7％増）となりました。主力製品である即時計数式運賃

箱（ＦＡＮ型（注１）及びＦＮＳ型（注２））の売上高が256,299千円（前年同四半期比460.7％増）、汎用型運賃

箱（ＮＺＳ型（注３））の売上高が37,173千円（前年同四半期比23.3％減）となりました。

②カード機器関連

カード機器関連の売上高は143,265千円（前年同四半期比9.8％増）となりました。ＩＣ金庫端末機の売上高が

60,250千円（前年同四半期比825.8％増）となりました。

③その他のバス用機器

その他のバス用機器の売上高は289,337千円（前年同四半期比238.3％増）となりました。サーマル整理券発行機

の売上高が44,264千円（前年同四半期比88.6％増）、データ管理関連の機器及びソフトウエアの売上高が88,625千

円（前年同四半期比280.3％増）となりました。

④部品・修理及び商品

部品・修理の売上高は227,500千円（前年同四半期比37.2％増）となりました。売上高の内訳は部品106,902千円

（前年同四半期比53.7％増）、修理120,598千円（前年同四半期比25.3％増）となっております。整理券用紙及び運

賃表示器等の商品の売上高は28,194千円（前年同四半期比3.1％増）となりました。

　
（注１）ＦＡＮ型運賃箱：昭和61年に開発した当社初の即時計数式運賃箱であるＦＡ型の処理速度を向上させ、

後継機種として平成14年に発売した即時計数式運賃箱であります。

（注２）ＦＮＳ型運賃箱：バス車内のバリアフリー化に対応するため、ＦＡＮ型運賃箱と同等の性能を確保した

うえで、筐体幅の薄型化（ＦＡＮ型運賃箱比マイナス32ｍｍ）を実現した即時計数式運賃箱でありま

す。 
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（注３）ＮＺＳ型運賃箱：平成19年発売の「汎用型運賃箱」。20年以上に渡って生産されていた、ＮＺ型運賃箱

の後継機種として開発いたしました。ＮＺ型運賃箱と金庫が共通であるため、同機種を使用しているバ

ス事業者において、精算装置を代替する必要がなく、導入コストを抑制することが可能なスリム型の運

賃箱であります。

　
（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
（3）研究開発活動

当第１四半期連結会累計期間における研究開発活動の金額は、31,463千円であります。なお、当第１四半期連結累

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

　
　（4）生産、受注及び販売の実績

①生産実績

当第１四半期連結累計期間の生産実績を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 金額(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 204,616 84.3

カード機器関連 83,869 55.9

その他のバス用機器 268,701 264.2

部品・修理 227,500 137.2

合計 784,687 118.9

(注) １．金額は販売価格によっております。

　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
②受注状況

当第１四半期連結累計期間の受注状況を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 127,826 130.9 103,344 60.5

カード機器関連 27,160 8.0 69,494 16.4

その他のバス用機器 39,338 24.4 76,261 49.0

部品・修理 271,163 139.2 152,458 214.8

商品 25,940 85.8 5,202 5.0

合計 491,430 59.8 406,761 44.0

(注) １．金額は販売価格によっております。

　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
③販売実績

当第１四半期連結累計期間の販売実績を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 金額(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 349,953 291.7

カード機器関連 143,265 109.8

その他のバス用機器 289,337 338.3

部品・修理 227,500 137.2

商品 28,194 103.1

合計 1,038,252 196.2

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

　
②【発行済株式】

種類

第１四半期会計期間

末現在発行数(株)

(平成25年３月31日)

提出日現在発行数

(株)

(平成25年５月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 1,539,600 1,539,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

１単元の株式数は、
100株であります。完
全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。

計 1,539,600 1,539,600 － －

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減
額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年１月１日～

平成25年３月31日
－ 1,539,600 － 319,250 － 299,250
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,538,700 15,387 －

単元未満株式 普通株式 600 － －

発行済株式総数 　 1,539,600 － －

総株主の議決権 － 15,387 －

(注) １．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式63株が含まれています。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　
②【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社

小田原機器

小田原市中町

一丁目11番３号
300 － 300 0.02

計 － 300 － 300 0.02

　
２ 【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成25

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,110,210 1,544,001

受取手形及び売掛金 944,822 1,035,482

有価証券 1,497,209 1,367,310

商品及び製品 231 231

仕掛品 343,226 160,700

原材料及び貯蔵品 256,775 211,921

繰延税金資産 46,384 59,164

その他 24,248 18,273

貸倒引当金 △7,600 △8,300

流動資産合計 4,215,510 4,388,786

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 161,128 157,663

機械装置及び運搬具（純額） 1,119 999

土地 238,226 238,226

その他（純額） 21,302 40,371

有形固定資産合計 421,777 437,262

無形固定資産

その他 13,093 16,440

無形固定資産合計 13,093 16,440

投資その他の資産

投資有価証券 796,053 786,697

繰延税金資産 51,420 45,299

その他 213,886 218,660

貸倒引当金 △22,012 △22,012

投資その他の資産合計 1,039,348 1,028,645

固定資産合計 1,474,219 1,482,347

資産合計 5,689,729 5,871,134
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 628,629 562,811

短期借入金 120,000 120,000

未払法人税等 － 39,864

賞与引当金 24,890 53,989

製品保証引当金 69,814 69,095

その他 139,295 191,398

流動負債合計 982,628 1,037,157

固定負債

退職給付引当金 157,627 160,288

役員退職慰労引当金 136,343 138,404

その他 120 120

固定負債合計 294,091 298,813

負債合計 1,276,720 1,335,971

純資産の部

株主資本

資本金 319,250 319,250

資本剰余金 299,250 299,250

利益剰余金 3,777,419 3,886,369

自己株式 △331 △331

株主資本合計 4,395,587 4,504,538

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,421 30,625

その他の包括利益累計額合計 17,421 30,625

純資産合計 4,413,009 4,535,163

負債純資産合計 5,689,729 5,871,134
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

売上高 529,184 1,038,252

売上原価 374,321 693,078

売上総利益 154,862 345,173

販売費及び一般管理費 175,945 175,048

営業利益又は営業損失（△） △21,082 170,125

営業外収益

受取利息 3,708 1,962

受取配当金 3,102 1,596

その他 560 936

営業外収益合計 7,371 4,495

営業外費用

支払利息 337 323

売上割引 463 297

営業外費用合計 800 621

経常利益又は経常損失（△） △14,511 173,998

特別利益

投資有価証券売却益 － 955

特別利益合計 － 955

特別損失

固定資産除却損 20 －

減損損失 6,209 －

特別損失合計 6,229 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△20,741 174,954

法人税、住民税及び事業税 2,094 41,385

法人税等調整額 △12,343 △13,862

法人税等合計 △10,249 27,522

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△10,492 147,431

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,492 147,431
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△10,492 147,431

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,314 13,203

その他の包括利益合計 1,314 13,203

四半期包括利益 △9,177 160,635

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,177 160,635
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年３月31日)

減価償却費 19,537千円 7,653千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成24年３月28日

定時株主総会
普通株式 38,482利益剰余金 25平成23年12月31日平成24年３月29日

　
２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成25年３月27日

定時株主総会
普通株式 38,480利益剰余金 25平成24年12月31日平成25年３月28日

　
２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製造

販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製造

販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△6円82銭 95円78銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

(千円)
△10,492 147,431

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）(千円)
△10,492 147,431

普通株式の期中平均株式数(株) 1,539,307 1,539,237
　 　 　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年５月10日

株式会社小田原機器

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長    田    清    忠    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井    尾    　    稔    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社小田原機器の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成
25年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社小田原機器及び連結子会社の平成25
年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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